
月
３
日(

木)
に
開
催
さ
れ
た
生
徒
会
役
員
選
挙
か
ら
一

10
月
が
経
過
し
、
生
徒
会
執
行
部
お
よ
び
各
専
門
委
員
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

月
１
日(

金)

、
九

今
年
は
、
長
崎
鶴
洋
高

11
州
地
区
水
産･

海
洋
高

校
で
行
わ
れ
、
九
州
各

等
学
校
生
徒
研
究
発
表

県
の
代
表
が
集
ま
り
、

大
会
に
３
年
機
関
コ
ー

各
校
で
の
研
究
成
果
を

ス
の
厚
地
優
輝
君(

坂

発
表
し
ま
し
た
。
本
校

元
中
卒)

、
松
嵜
洋
太

の
発
表
は｢

最
強
の
ル
ア

朗
君(

立
神
中
卒)

、
柳

ー｣

を
製
作
す
る
と
い
っ

生
拳
芯
君(

坂
元
中
卒)

た
も
の
で
、
他
校
と
は

が
参
加
し
ま
し
た
。

一
線
を
画
す
独
創
的
な

も
の
で
し
た
。
リ
ハ
ー

サ
ル
で
は
、
緊
張
し
た

面
持
ち
で
今
に
も
挫
け

そ
う
な
雰
囲
気
で
し
た

が
、
本
番
で
は
堂
々
と

し
た
発
表
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
３
人
は
、

他
校
の
様
々
な
研
究
発

表
を
聞
く
こ
と
で
見
聞

が
広
ま
り
、
実
り
あ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

生
徒
研
究
発
表
大
会

優
良
賞

ア
マ
モ
サ
ミ
ッ
ト
出
場

月

日(

金)

～

く
こ
と
が
で
き
、
本
校

10

11

14

日(
月)

の
３
日
間
、
横

で
の
今
後
の
活
動
に
も

須
賀
市
で｢

海
辺
の
自

生
か
し
て
い
き
た
い
と

然
再
生
・
高
校
生
サ
ミ

感
じ
た
よ
う
で
す
。
発

ッ
ト｣

が
行
わ
れ
、
全

表
後
は
他
校
生
徒
と
の

国
か
ら

校
が
参
加
し

交
流
会
も
行
わ
れ
、
良

20

。

ま
し
た
。
本
校
か
ら
は

い
経
験
と
な
り
ま
し
た

３
年
栽
培
工
学
コ
ー
ス

の
尾
川
淳
君(

武
中
卒)

と
中
村
聖
琉
君(

種
子

島
中
卒)

が
参
加
し
、

ア
マ
モ
場
再
生
の
活
動

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

自
分
た
ち
で
は
思
い
も

つ
か
な
か
っ
た
様
々
な

ア
イ
デ
ア
や
工
夫
を
聞

最
高
の
思
い
出
を
！
盛
り
上
が
れ

私
た
ち
の
ア
オ
ハ
ル
物
語

月
８
日(

金)

、
鹿

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

11
水
高
祭
が
開
催
さ
れ
ま

今
年
は
平
日
開
催
で
、

し
た
。
今
年
最
後
の
大

お
客
様
が
入
る
の
か
不

き
な
行
事
を
成
功
さ
せ

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

る
た
め
、
生
徒
会
執
行

実
習
製
品
販
売
も
販
売

部
や
文
化
祭
実
行
委
員

前
か
ら
行
列
が
で
き
、

の
生
徒
た
ち
が
打
ち
合

改
め
て
地
元
の
方
々
へ

わ
せ
を
重
ね
、
ク
ラ
ス

の
感
謝
の
気
持
ち
を
持

の
催
し
、
舞
台
発
表
、

つ
こ
と
が
で
き
ま
し

パ
ラ
ソ
ル
ア
ー
ト
、
生

た
。
生
徒
を
は
じ
め
、

徒･

職
員
全
体
で
の
ダ

た
く
さ
ん
の
方
々
の
協

ン
ス
動
画
上
映
な
ど
を

力
で
大
盛
況
の
文
化
祭

企
画
す
る
な
ど
文
化
祭

と
な
り
ま
し
た
。

記事の詳細や本校の
最新の情報は、ブログ

をご覧ください。

ここからアクセス⇒

※詳細は本校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞへ12月行事予定
２日(月)専攻科入試 ※９日(月)発表
６日(金)持久走大会
18日(水)課題研究発表会
20日(金)、23日(月)クラスマッチ
24日(火)終業式

１月行事予定
８日(水)始業式
17日(金)３年ＰＴＡ、出港式
27日(月)～30日(木)卒修考査
28日(火)～31日(金)修学旅行

導
く
こ
と
が
で
き
る

■
生
徒
会
長

よ
う
な
生
徒
会
長
に

２
年
海
洋
技
術
コ
ー
ス

な
り
た
い
で
す
。
本

今
門

優
空

乗
船
実
習
中
に
次

校
を
今
よ
り
も
っ
と

期
生
徒
会
長
に
決
定

楽
し
い
学
校
に
変
え

し
た
知
ら
せ
を
受
け

て
い
き
ま
す
の
で
、

た
と
き
は
、
嬉
し
さ

御
協
力
よ
ろ
し
く
お

と
票
を
入
れ
て
く
れ

願
い
し
ま
す
。

た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝

【
そ
の
他
の
役
員
】

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

副
会
長

い
で
し
た
。
生
徒
会
■

石
田
晴
輝

長
に
な
る
か
ら
に

前
田
結
菜

は
、
私
が
掲
げ
た
理

書
記

念
を
必
ず
実
現
し
て
■

徳
田
翔
太
朗

み
せ
ま
す
。
ま
た
、

会
計

本
校
の
生
徒
代
表
と
■

園
田
佳
央

し
て
模
範
と
な
り
、

「
第
８
回
佐
賀
さ
い
こ
う
！

企
画
甲
子
園
鹿
児
島
県
予
選
」
出
場

新･
生
徒
会
役
員

決
定

風
紀
委
員

■
正･

永
田

龍
之
介

副･

福
里

流
唯

体
育
委
員

■
正･

柳
田

大
雅

副･

栗
野

翔
希

保
健
委
員

■
正･
山
下

栞
和

副･
潟
上

流
唯

交
通
安
全
委
員

■
正･

松
野
下

空

副･

水
之
浦

輝
義

美
化
委
員

■
正･

森
園

悠

副･

岩
下

恭
哉

図
書
委
員

■
正･

松
尾

琉
虎

副･

肥
後

愛
輝

保護者の皆様へ

本校は「信頼される学校づくり」を目標に生徒・保護者・職員・同窓会が一丸となり地域・学校の活性化に取り組んでいます。

御心配や御不安なことがありましたら、いつでも御連絡ください。 TEL 0993-76-2111 教頭まで

令和6年度11月号鹿児島水産高等学校

「
澪
標
」

航
海
日
誌

み

お

つ
く
し

月

日(

土)

、

を
テ
ー
マ
に
、
佐
賀

10

19

３
年
栽
培
工
学
コ
ー

県
に
水
産
高
校
を
設

ス
の
尾
川
淳
君(

武
中

立
す
る
企
画
を
提
案

卒)

と
中
村
聖
琉
君

し
ま
し
た
。
県
内
11

(

種
子
島
中
卒)

が
出

校

チ
ー
ム
の
参
加

20

場
し
ま
し
た
。
本
大

が
あ
り
、
惜
し
く
も

会
は
、
両
県
の
素
晴

最
優
秀
賞
は
逃
し
た

ら
し
さ
を
題
材
に
、

も
の
の
、
鹿
児
島
県

高
校
生
が
両
県
を
盛

知
事
を
前
に
堂
々
と

り
上
げ
る
よ
う
な
独

し
た
発
表
を
行
い
、

自
の
企
画
を
プ
レ
ゼ

本
校
の
代
表
生
徒
ら

ン
す
る
も
の
で
す
。

し
さ
を
出
し
た
印
象

本
校
は｢

水
産
で
結
ぐ

に
残
る
発
表
を
行
っ

～
佐
賀
と
鹿
児
島
～｣

て
く
れ
ま
し
た
。


